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津
波
７
解
「村
が
消
え
た
」
サモア警

【
シ
ド

ニ
１
１
回
綺
哲
】
南

太
平

洋
の
サ
モ
ア
護
島
沖

で
２９

日
朝

（
日
本
時
間
∞
曰
未
明
）

に
発
生
し
た
地
震
に
よ
る
死
者

は
、
サ
モ
ア
と
米
領
サ
モ
ア
、

ト
ン
ガ
で
少
な
く
と
も
計
１
１

９
人
に
達
し
た
。
Ａ
Ｆ
Ｐ
通
信

な

伝
え
た
。
依
然
と
し
て
多
数

の
住
民
や
旅
行
者
が
行
方
不
明

に
な

っ
て
お
り
、
犠
牲
者
数
は

さ
ら
に
増
え
る
恐
れ
が
あ
る
．

特
に
校
督
が
大
き
か

っ
た
米

領
，

モ
ア
か
ら
の
情
報
に
よ
る

と
、
ツ
ツ
イ
ラ
島
に
あ
る
政
庁

所
在
地
パ
ゴ
パ
ゴ
で
は
、
津
波

の
影
響
で
都
市
機
能
督

“
〓
に

マ
ヒ
．
タ

フ
ナ
回
優
空
港
も
津

渡
を
か
ぶ

っ
て
閉
鎖
し
た
。
地

元
当
局
者
は
Ａ
Ｆ
Ｐ
違
言
に
対

し
、

「
津
波
は
最
大
で
高
さ
約

７
材
に
遠
し
た
」
と
述

べ
た
。

地
震
発
生
か
ら
ま
波
の
到
逮
ま

で
は
約
２０
分
で
、
犠
せ
者
の
ほ

と
ん
ど
は
逃
げ
遅
れ
て
津
波
に

の
ま
れ
た
と
い
う
。

パ
ゴ
パ
ゴ
在
住
の
藁
州
人
女

性
は
津
波
の
瞬
間
を
目
撃
し
、

蕉

国
営

Ａ

Ｂ
Ｃ
テ

レ
ビ

に
対

し
、

「
高
台
か
ら
湾
岸
を
見
て

い
る
と
、
家
や
人
が
次
々
に
津

波
に
の
み
込
ま
れ
て
い

っ
た
」

と
泣
き
な
が
ら
言

っ
た
。

独
立
国
サ
モ
ア
で
最
大
の
ウ

ボ
ル
ロ
東
部
で
、
■
に
選
難
し

た
女
性
＾
２‐
）
は
豪
Ａ
Ｂ
Ｃ
テ
レ

ビ
に
対
し
、

「
死
の
津
渡
Ｌ
大

に
日
く
ぐ
ら
い
の
高
さ
で
、
た

だ
た
だ
高
台
を
目
指
し
て
走

っ

た
。
何
も
か
も
大
い
、
村
が
跡

形
も
な
く
逍

こ

こ

と
〓
写

た
。

サ
モ
ア
を
管
縮
す
る
在

ニ
ュ

ー
ジ
ー

ラ

ン
ボ
大
使

館
は

∞

日
、
な
留
目
を
提
出
し
て
い
た

邦
人
１
０
７
人
全
員
と
、
在
日

届
を
出
さ
ず
に
滞
在
し
て
い
た

η
人
に
つ
い
て
無
事
を
確
認
し

た
。
た
だ
、
こ
留
届
を
出
さ
ず
に

滞
在
し
て
い
る
人
が
ほ
か
に
も

い
る
可
能
性
は
あ
る
と
い
う
。

サ
モ
ア
は
η
日
、
壺
州
、

ニ

ュ
ー
ジ
ト
一フ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス

に
災
書
慢
旧
支
援
を
要
請
．

ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
吟
戒
機
を

現
地

に
派
遣
．
Ｘ
沿
岸
整
備
蹂

も
連
邦

緊
急
事
態
管
理
庁

＾
Ｆ

Ｅ
Ｍ
Ａ
）
の
援
助
チ
ー
ム
を
黒

せ
た
Ｃ
ｌ
６
０
輸
送
機
を
バ
ワ

イ
か
ら
Ｘ

摯
，
モ
ア

ヘ
向

か
わ

せ
た
。


